
 

 

 

 

Ｄｅｓｉｇｎ号外６５号です。老健やましろからのお知らせ、第４回オンライン症例報告会の報

告などを掲載しています。（地域医療連携室 室長 南出 弦） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 距 離 を 保 ち ま し ょ う ～ 

発行元：地域包括ケア病棟“彩り”・リハビリ科・地域医療連携室 
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老健やましろより 

～『木津川市 かいご・ふくし就職フェア』に参加しました～ 

１０月３０日(土)、木津川市役所で開催された『木津川市 かいご・ふくし就職フェア』参加

させていただきました。木津川市主催のかいご・ふくし就職フェアは、令和元年度から開催され

ており、今年度で３回目となります。当組合も毎年参加させていただいており、これまでの就職

フェアから採用につながったスタッフが現在も活躍してくれています。 

今回は、来場者２６名のうち、これまでで最多の９名の方が当組合のブースに来ていただき、

いろいろとお話しさせていただきました。今年度もこの中から当組合のスタッフとして迎えられ

ることを期待しています。 

また、この就職フェアに参加して年々感じることは、来場者に有資格者や比較的若い年齢層の

方が増えてきているということです。木津川市は、木津駅の東側に新しい住宅街が広がり、子育

て世代の方が大勢おられます。老健やましろにも、子育てをしながら頑張って働いてくれている

スタッフや、働きながら資格を取得しキャリアアップを目指すスタッフがたくさんいます。今後

もこの就職フェアでの新たな出会いを通じて、介護・福祉の現場を盛り上げてくれる仲間が増え

ることを楽しみにしています。（老健やましろ 管理部長 三村 裕子） 

 

第５回オンライン症例報告会について（番外編） 

～ ＡＣＰについて考えます ～ 

以下の日程で、第５回オンライン症例報告会を開催させて頂きます。今回は、番外編として、

地域の専門職の皆様を対象として、ＡＣＰに関する内容を取り上げようと思っています。是非ご

参加頂きますようお願いいたします。（申し込み方法などは後日、ご案内させて頂きます） 

＊ 

日時：令和３年１２月２日（木）午後３時００分～午後４時１５分 

形式：オンライン（ＺＯＯＭ） 

テーマ：「ＡＣＰを考える ～多死社会に向けて、在宅と病院ができること～」 

    講演①「在宅医からみたＡＣＰ ～住民への普及の現状～」 

山口 泰司 先生（相楽医師会 会長） 

    講演②「総合病院でのＡＣＰ ～多様な看取りを見据えて～」 

     田辺利朗（当院 消化器内科副部長） 



 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域医療連携室より 

～ 第４回オンライン症例報告会のご報告 ～ 

１０月２８日（木）、第４回オンライン症例報告会を開催しました。ご多忙に

も関わらず、１４名の先生方がご参加下さいました。この場をお借りして御礼

申し上げます。 

 今回は、小児科・小児外科が合同で、「この地域の小児を共に支えるために」というテーマで、そ

れぞれの診療科よりご紹介頂いた症例について報告させて頂きました。司会進行は、当院小児科主

任部長の内藤岳史先生です。 

はじめに、小児外科の村上紫津先生より、「鼡径ヘルニアで紹介され、術前

診断により、腹腔鏡手術できた大腿ヘルニアの症例」と題して、術中の動画を

交えて報告させて頂きました。村上先生は会場からの報告ではなく、別会場か 

ら画面共有での報告となりましたが、オンラインでも術中の画像が鮮明に映っていて、司会進行の

内藤先生、加納先生、正木先生も食い入るように術中の動画をみておられました。 

 次は、小児科の正木綾香先生より「予防接種の契機に発見されたネグレクトによる重症脱水・飢

餓の一例」と題した報告です。報告を通じて、御紹介頂いた地域の診療所の先生との連携のみなら

ず、児童相談所などの地域の関係機関と密な連携をしていたことや、ネグレクトに至った経過が大

変よく理解できました。 

症例の報告の後は、小児科・小児外科の近況報告です。小児科の近況報告は内藤先生より、患者

数の推移や各種検査についての説明があり、近況報告後の質疑応答でも、検査についてのご質問を

頂戴しました。小児外科の近況報告は村上先生より、ヘルニアの腹腔鏡手術症例について、こちら

も症例報告と同様、術中の動画を交えて説明がありました。 

＊ 

 山城南医療圏は、東部地域は高齢化のため人口が減少している一方で、木津川市城山台のように

人口の増加が著しい地域もあり、京都府内で人口が増加している医療圏です。地域包括ケアシステ

ムは、主として高齢者を対象に、高齢になっても住み慣れた地域で住み続けられるシステムの構築

を目指していますが、今回の研修会を通じて、高齢者のみならず、小児領域でも、この地域の地域

包括ケアシステムの構築の必要性を改めて痛感したところです。 

（地域医療連携室 室長 南出 弦） 

 

今後のオンライン症例報告会の予定をお知らせします。 

○第５回 日時：１２月２日（木）午後３時００分～午後４時１５分 

「ＡＣＰを考える ～多死社会に向けて、在宅と病院ができること～」 

○第６回 日時：令和４年１月１４日（金）泌尿器科 

○第７回 日時：令和４年２月３日（木） 放射線科 

※ 詳細につきましては改めてご案内させて頂きます。 

※ 日程、診療科が変更になる場合があります。 

 


